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霜
替
の
安
定
か
物
債
の
安
定
か

谷

王聖

日

τ七
回

購
買
力
卒
山
間
設
の
数
ふ
る
所
に
依
れ
ば
、
紙
幣
闘
の

聞
に
於
げ
る
潟
替
相
場
は
、
結
局
に
於
て
、
両
闘
の
物

煩
卒
準
の
比
に
依
つ

E
定
ま
る
。
そ
れ
故
に
符
替
相
場

の
安
定
す
る
場
合
は
二
つ
よ
ら
な
い
九
一
は
雨
図
的
物

慣
挙
準
が
共
に
安
定
す
る
場
合
で
あ
り
・
他
は
雨
岡
の

物
俊
平
準
が
互
に
照
臆
[
て
鑓
動
す
る
場
合
是
で
あ

る
の
然
る
仁
二
闘
の
物
侵
卒
準
が
共
に
安
定
す
る
が
如

き
は
今
日
の
賀
際
に
は
寧
ろ
稀
な
る
、
現
象
で
あ
り
、
且

忽
#
什
の
宏
一
A
か
鞠
慣
の
安
定
か

鞘

鍛

つ
外
国
の
物
侵
縫
勤
-T
白
岡
の
統
制
に
属
せ
し
む
る
こ

ご
は
通
例
不
可
能
で
ゐ
る
か
ら
、
骨
岬
替

ω
安
定
を
計
る

た
め
の
最
む
街
地
問
な
且
つ
容
易
な
方
法
は
、
白
岡

ω物

価
慣
を
調
節
し
て
他
閥

γぞ
れ
に
照
応
せ
し
む
る
-
-
E
に

蹄
す
る
ο

従
つ

τ外
岡
山
物
的
M
T
準
に

tτ
不
安
定
な

る
限
b
、
円
岡
山
物
師
閣
を
も
之
れ
こ
均
し
〈
不
安
定
な

ら
し
む
る
で
な
け
れ
ば
、
潟
替
の
安
定
は
望
ま
れ
な
レ

こ
ご
、
な
る
o
A
1
若
じ
一
図

ω政
策
が
、
此
の
方
法
に

依
っ
て
矯
替

ω安
定
を
期
す
る
な
ら
ば
、
其
は
鴛
替
安

定
の
た
め
に
物
横
安
定
を
犠
牲
に
供
す
る
も
の
で
あ

4
Q

。之
ご
は
反
掛
仁
、
外
図
的
物
積
平
準
が
絶
え
守
護
動

L
っ
、
ゐ
る
時
期
に
於

τ.
自
閥
凶
物
債
を
安
定
せ
し

む
る
の
政
策
を
採
る
時
は
、
購
買
力
卒
艇
は
絶
わ
宇
勤

務
す
る
こ
芝
、
な

h
、
従
っ
て
翁
務
相
場
の
安
定
U
期

待
せ
ら
れ
な
い
。
今
若

L
一
国
の
政
策
が
、
此
的
方
法

に
依
っ

τ物
価
唄
の
安
定
を
期
す
る
な
ら
ば
、
其
は
物
債

安
定
り
た
め
に
銭
替
安
定
を
犠
牲
に
供
す
る
も
の
で
あ

，。。
か
ぐ
て
吾
々
は
、
外
岡
物
債
の
安
定
せ
さ
る
限
今
、

第
十
九
巷

(
第
四
続
一
五
三
)
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確

暗
岬
替
申
安
定
か
物
償
白
安
定
か

錐

若
〈
は
外
岡
物
慣
に
謝
す
る
統
制
機
を
確
保
せ

F
る
限

h
.
然
替
安
定
の
た
め
に
物
価
胴
の
不
安
定
令
忍
ぶ
か
、

若
〈
は
物
価
恒
安
定

ωた
め
に
鴬
替
り
不
安
定
を
忍
ぶ

か
、
換
一
百
せ
ば
、
潟
替
山
安
定
さ
物
岡
恨
の
安
定
，
己
ニ
者

何
れ
を
捧
h
A

べ
き
か
の
岐
路
に
立
つ
、

世
界
の
各
闘
が
殆
ん
主
総
て
金
本
位
制
を
採
用
し
て

居
た
戦
前
仁
あ
っ
て
は
、
各
国
は
総
て
物
舗
の
安
定
よ

り
も
品
川
替
の
安
定
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る
o
従
っ
て
例

へ
ば
外
闘
に
於
り
る
令
鎮
の
接
見
、
外
国
の
銀
行
政
策

の
組
問
夏
等
、
自
国
の
如
何
百
も
す
べ
か
ら
ぎ
る
原
因
じ

よ
る
物
贋
選
動
よ
り
来
る
剥
舎
的
影
響
は
、
之
を
甘
受

す
る
外
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
H

と
も
吾
々
が
よ
〈

之
を
甘
受
し
た
所
以
は
、
一
は
五
百
々
が
物
積
政
策
に
劃

す
る
自
信
を
有
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
.
一
は
事
賞

仁
於
て
戟
前
の
物
侵
愛
動
は
さ
ま
で
著
し
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
o
然
る
に
物
贋

ω袋
勤
が
戦
後

に
於
け
る
が
如
〈
猛
烈
ご
な
り
、
且
つ
今
目
的
吾
々
が

既
仁
物
価
問
政
策
仁
謝

L
て
十
分
的
自
信
を
得
て
居
る
ご

第
十
九
審

(
第
四
腕
一
五
四
)

六
二

O

す
れ
ば
、
物
価
偶
及
び
怨
替
に
閲
す
る
戦
前
の
方
法
は
、

倫
依
然
己
し
て
同
執
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
ど
う

か
?
尤
も
戦
前
仁
於
て
も
阪
に
物
問
問
調
節
に
劃
す
る

有
力
な
支
持
者
が
現
は
れ
て
扇
た
。
特
に
フ
イ
ジ
ャ
ー

数
授
の
弗
ぞ
補
正
せ
ん
ご
す
る
提
案
は
、
潟
替
安
定
よ

h
も
寧
"
の
物
償
安
定
を
期
せ
ん

t
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
題
は
匁
替
安
定
古
物
園
間
安
定
詰
二
者
何
れ
が
よ
り

緊
要
な
る
か
の
駄
に
在
る
。
此
は
勿
論
闘
に
依
つ

τ必

中
し
も
同
一
で
は
な
〈
、
一
概
に
論
断
す
る
を
許
き
れ

な
い
。
園
民
の
経
済
生
活
上
、
外
国
貿
易
が
如
何
な
る

程
度
の
重
要
を
有
す
る
か
に
依
っ
て
定
ま
ら
ね
ば
な
ら

向
。
け
れ
ど
も
本
来
は
、
震
梼
相
場
の
安
定
は
其
も

ω

、
性
質
上
、
直
接
に
は
外
闘
貿
易
に
従
事
す
る
人
々
の

利
盆
ご
能
率
を
増
進
す
る
に
過
ぎ
な
い
に
反
し
、
物
債

の
安
定
は
其
の
幾
動
よ
り
京
市
る
種
々
の
枇
曾
的
害
惑
を

兎
れ
る
た
め
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
英
吉
利
の
如
き

貿
易
障
に
於
て
き
¥
、
震
替
の
安
定
を
録
想
せ
る
契
約

又
は
事
業
上
の
見
込
は
、
物
債
の
安
定
を
橡
想
せ
る
其

れ
等
に
比
[
て
遥
か
仁
少
い
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
反

割
論
者
己
競
も
決

Lτ
潟
替
の
安
定
が
物
債
の
安
定
よ



h

リ
も
一
府
重
要
で
あ
る

Z
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。

彼
等
の
主
要
な
る
諭
嬢
は
・
唯
賞
行
上
の
難
易
に
闘
す

る
問
題
で
あ
っ
て
、
震
替
の
安
定
は
柄
園
に
於
て
同
一

の
師
団
仮
出
町
準
を
採
用
[
さ
へ
す
れ
ば
得
ら
れ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
容
易
に
賞
現

L
得
ら
る
、
が
、
物
債
を
安
定

せ
[
め
ん
た
め
に
園
内
債
値
の
標
準
を
調
節
す
る
こ
ご

は
、
栂
め
て
困
難
な
る
革
命
で
あ
る
か
ら
・
未
仁
費
行

す
4

か
ら
ゴ
る
も
的
で
あ
る
さ
言
ふ
に
狂
る
。

柏
崎
替
相
場
の
動
揺
を
犠
特
に

L
て
園
内
物
横
を
比
較

的
安
定
な
ら
L
め
七
最
も
興
味
あ
る
顧
著
な
賓
倒
、
'
し

か
も
偶
然
に
得
ら
れ
た
事
例
は
、
は
培
近

ω印
度
に
於
て

晶
偏
見
せ
ら
る
、
。
元
米
一
般
に
は
金
融
政
策
り
成
否
を

検
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
ご
し

τ、
世
人
の
注
意
は
多
〈

品
持
品
廿
相
場
に
向
け
ら
る
、
も

ω
で
あ
る
か
ら
、
印
度
政

府
も
錦
替
下
落
の
た
め
に
激
し
き
非
雑
を
蒙
う
て
、
十

分
に
有
数
な
婦
明
を
な
す
-
}
ぜ
は
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
o

然
る
に
一
九
一
九
年
よ
り
二

O
年
に
か
け
て
陛

界
の
物
慣
が
奔
騰

L
つ
?
の
る
聞
に
ル
ピ
ー
の
震
替
相

雑

霊長

目
的
蒋
の
安
4
4
0

物
慣
山
安
定
か

場
は
次
第
に
騰
貨
[
、
主
(
ゆ
結
果
一
九
二

O
年
の
最
高

物
慣
は
前
年

ω
卒
均
に
比
し
僅
か
仁
一
割
二
分
の
騰
寅

を一不

L
K
に
過
言
な
レ
。
常
時
英
闘
に
於
け
る
契
れ
ほ

民
に
二
割
九
分
山
勝
長
を
一
不

L
た
め
で
あ
る
。
尤
も
印

度
政
府
は
此

ω
問
に
慮

L
τ
、
急
速
に
袋
化
し
り
、
ゐ

ω
事
情
を
十
分
仁
川
樹
酌
す
る
ニ
ピ
な
〈
、
主

E
L
て
印

度
通
貨
委
員
曾

ω報
告
仁
従
ウ
て
行
動
し
た
の
で
あ
る

が
、
此
の
委
員
曾
の
報
告
は
、
印
度
mw
如
苦
闘
特
に
官

時
山
一
政
治
的
事
情
の
下
に
於
て
は
、
同
内
物
債
の
暴
騰

を
避
(
る
マ
』
ご
の
特
に
緊
要
な
る
所
以
を
明
か
に
認
め

て
居
る
c

唯
政
府
が
斜
一
時
官
相
場
を
調
節
し
て
囲
内
物
債

を
安
定
せ

L
め
ん
正
す
る
に
嘗
つ

τ、
ル
ピ
!
の
潟
務

相
場
を
二
士
山
八
片
ま
で
上
げ
ん
ご
し
た
-
て
こ
は
、
そ
の

結
果
か
ら
見
1
脚
か
行
き
過
ぎ
の
戚
を
兎
れ
な
い
。
印

度
山
物
債
を
一
九
一
九
年
の
そ
れ
に
安
定
せ
し
む
る
た

め
に
は
、
世
界
各
闘

ω物
侵
騰
貴
よ
り
打
算
し
て
、
ル

ピ
1
相
場
二
志
三
片
程
度
を
適
嘗
ご
し
た
の
で
あ
っ

?
」

O次
で
一
九
二
の
年

ω世
界
的
物
債
の
崩
落
に
遁
ム

ゃ
、
ル
ピ

1
ω
相
場
も
之
ご
共
に
下
落
L
其
の
結
果
、

(

第

四

蹴

六

二

一

第
十
九
巻

一
五
五
)



靴

銀

お
替
の
安
定
か
物
慌
の
安
定
か

一
九
一
二
年
の
最
低
物
債
は
前
年
の
最
高
に
比
L
、
此

慮
で
も
僅
か
に
一
制
六
分
の
下
落
を
一
不

L
た
に
過
ぎ

旧
制
。
然
る
に
英
闘
に
於

τは
此
の
下
落
は
賓
に
五
割
の

暴
落
を
一
不

L
て
居
る
。
左
に
是
等
に
関
す
る
数
字
を
一
不

す
。
(
ス
タ
テ
イ
ス
ト
に
践
と

一
九
一
九
年
平
均

一九二
O
年
最
高

一
丸
一
二
年
足
低

一
九
二
二
年
平
均

印
度
物
倒

九九 - 0
0 五ニ C

英
貨
に
よ
る
ル
ピ
i

ー

の

間

岨

実
閣
物
伯

l
i
l
t
-
-
/

臨
武
力
平
僧
侶
務
相
場

一0
0

↑

0
0

一c
c

一
ニ
九
一
一
一
色
一
五
二

六

五

六

九

七

二

六

四

七

一

七

四

若
し
も
印
度
政
府
に
し
て
ル
ピ

1ω
潟
替
相
場

ω安

定
に
十
分
な
成
功
を
牧
め
て
居
た
ご
す
れ
ば
、
他
方
に

は
必
然
的
に
英
闘
に
於
げ
る
が
如
哲
恐
ん
じ
き
物
腐
り

動
絡
を
栄
つ

τ居
た
で
ゐ
ら
う
o

是
に
出
っ

τ蹴
る
も

亦
、
徒
ら
仁
怨
替
相
場

ω岡
復
乃
至
安
定
を
目
機
ご
す

る
-
て
と
は
、
普
通
に
考
へ
ら
品
、
よ
り
以
上
に
慎
重
な

る
考
慮
生
必
要
ピ
す
る
も
の
な
る
こ
ご
が
判
る
で
あ
ら

'?。

第
I
九
在

(
串
岡
斑

一五六

四

震
替
相
場
を
一
定
せ
し
め
閥
内
物
債
を
之
れ
に
適
肱

せ
し
む
る
戟
前
制
度
の
依
陥
は
、
立
(
山
り
働
き
が
除
り
に

緩
漫
で
あ
り
徐
'
り
に
側
戚
で
あ
る
騎
に
存
す
る
。
之
に

反
し
物
債
を
し

τ主
£
し
て
園
内
の
通
貨
及
び
信
用
政

策
に
依
存
せ
し
め
、
活
替
相
場
を
之
に
越
感
せ
し
な
る

戦
後
の
方
法
は
、
其
の
働
き
が
依
り
に
迅
速
で
あ
り
依

り
に
敏
戚
で
ゐ
h
、
従
っ
て
軍
な
る
一
時
的
原
因
に
よ

っ

τ色
激
し
〈
影
響
さ
る
、
の
が
芙
の
特
徴
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
戦
後
仁
於
り
る
が
如
〈
、
動
揺
が
大
き
く
且

つ
急
激
に
起
る
場
合
に
、
卒
衡
?
維
持
す
る
た
め
に
は

念
濯
な
反
動
を
必
要
己
す
る
も
の
で
あ
ち
、
さ
う
し
て

此
の
急
落
な
反
動
が
必
要
正
す
る
事
情
が
、
戦
前
の
方

法
を
戦
後
に
適
用
す
る
こ
ご
を
不
可
施
な
ら
し
な
る
一

原
因
で
ゐ
る
。

戦
前
の
方
法
は
如
何
に
し
て
繭
周
期

ω結
果
を
粛
す
-
}

イ
」
が
出
来
た
か
?
試
み
仁
因
果
凶
漣
鎖
を
辿
る
な
ら

ば
、
先
つ
金
が
中
山
宵
準
備
よ
り
流
出
す
る
時
は
、
此
は

葉
閣
の
割
引
政
策
及
び
信
用
政
策
を
引
締
め
、
延
い
て



信
用
の
牧
縮
に
最
も
披
成
な
椛
類
の
商
品
の
需
要
仁
影

響
L
、
従
っ
て
其
債
格
を
下
落
せ

L
h
u
る
。
然
る
時
は

是
等
商
品
の
債
格
ヤ
通
じ
て
貿
易
品
を
も
合
む
一
般
両

日
聞
の
物
同
慣
に
式
的
影
響
を
及
ぼ

L
、
帯
地
に
此
の
新
た
な

る
低
汚
物
煩
卒
準
よ
り
鬼
る
時
は
・
外
岡
商
品
は
一
一
向
(

見
え
、
外
岡
よ
り
同
地
る
時
は
白
岡
商
品
は
安
〈
見
え
る

に
至
品
。
京
に
於

τ聡
入
は
抑
制
せ

ιれ
輸
出
は
促
進

せ
ら
れ

τ、
貿
易
差
欄
は
前
芯
反
割
に
な
っ
て
来
て
、

此
庭
に
漁
期
の
結
巣
を
時
間
来
す
る
補
正
力
が
表
れ
る
の

で
あ
る
。

然
る
に
此
の
如
き
戦
前
の
方
法
に
よ
る
一
循
の
過
程

が
完
成
さ
れ
て
議
期
の
結
則
市
を
回
復
す
る
ま
で
に
は
、

少
〈
ご
も
数
ヶ
月
の
日
時
を
要
す
る
の
予
あ
る
か
ら
、

今
日
に
於
て
此
の
如
き
方
法
を
試
み
る
な
ら
ば
、
漁
期

じ
た
補
正
カ
が
表
れ
て
来
る
ま
で
に
、
合
準
備
が
逸
早

〈
枯
回
附
し
て
し
ま
ふ
か
も
知
れ
泊
。
の
み
な
ら
宇
割
引

政
策
の
結
果
ご
し
て
金
利
が
臨
問
責
す
る
時
は
、
狂
々
に

し
て
同
内
物
債
に
影
響
す
る
以
上
に
外
国
の
投
資
市
場

に
影
響
し
て
外
閤
資
本
ぞ
呼
ぶ
》
』
吉
、
な
る
も
の
な
る

が
、
(
日
本
に
於
て
は
必
干
し
も
然
ら
十
)
此
事
は
貿
易

雑

活
替
の
安
定
か
物
債
の
安
定
か

錯

の
不
均
衡
が
杢
〈
季
節
的
な
る
場
合
じ
は
、
外
岡
資
金

が
貿
易
の
関
散
期
ご
繁
忙
期
ご
の
問
に
出
入
す
る
こ
ご

は
物
償
の
経
動
よ
り
も
透
か
に
望
ま
し
い
-
」

Z
で
あ
る

か
ら
、
明
巴
か
に
布
利
で
は
あ
る
が
.
併
L
貿
易
の
不

均
衡
が
永
久
的
原
因
に
依
る
場
合
に
は
、
此
の
調
節
作

用
は
戦
前
に
於
て
も
不
完
全
で
あ
っ
た
。
何
言
な
れ
ば

外
債
に
依
つ

τ
一
時
的
に
は
均
衡
を
回
復
す
る
こ
ご
が

出
来
て
も
、
た
め
に
葉
闘
の
奥
州
を
隠
厳
す
る
こ
正
、

な
り
、
闘
民
を
し
て
長
き
期
間
に
亘
っ
て
究
械
の
行
詰

h
e
f
略
し

τ資
力
以
上
の
生
活
を
な
さ
し
む
る
こ
吉
、

な
る
か
ら
で
ゐ
る
。

今
之
を
物
債
を
主
ご
[
潟
巷
を
従
ご
す
る
戦
後
の
方

法
ご
比
較
す
る
に
、
若
し
も
一
定
の
斜
替
相
場
に
於
℃

午
前
中
に
市
場
に
提
供
さ
れ
向
英
貨
の
品
川
量
が
、
弗

ω

提
供
量
を
超
過

L
た
ご

L
て
も
、
金
輪
出
の
禁
止
さ
る

る
今
日
、
両
者
の
構
渠
を
塞
「
た
め
仁
一
定
の
宿
格
仁

於
て
金
を
輸
出
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
此
り

場
合
は
弗
の
相
場
が
媛
勤
し
て
、
新
た
な
る
相
場
の
下

に
提
供
き
る
べ
き
南
通
貨
の
分
量
が
正
確
仁
一
致
す
る

黙
ま
で
騰
貴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
か
、
る
過
程

ω

(
第
四
披
一
五
七
)
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二
三

第
十
九
寄



雑

錦
替
の
安
定
か
胸
偵
む
安
定
か

4i!t 

避
く
べ
か
ら
ざ
る
結
果
ご
し

τ、
英
米
聞
の
貿
易
口
川
例

へ
ば
棉
花
・
電
気
銅
の
如
、
き
商
品
の
債
格
は
、
僅
か
に

竿
時
間
の
間
に
、
骨
片
替
相
場
の
縫
動
に
感
じ
て
動
搭
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
郎
も
ア
メ

9
カ
の
物
慣
が
之
に
藤
十
る

た
め
、
竿
H
T
丈
り
歩
み
寄
ろ
炉
、
然
ら
十
ば
英
凶
ソ
物

慣
が
矯
替
り
愛
動

rけ
騰
貴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
事
は

雨
凶
聞
の
相
罰
的
物
僚
が
、
政
治
的
乃
至
戚
情
的
の
一

時
的
影
響
に
よ
っ
て
友
有
せ
ら
れ
、
叉
季
節
的
貿
易
的

必
要
に
よ
っ
て
撹
乱
せ
ら
る
、
こ
ご
を
意
味
す
る
が
、
一

併
し
乍
ら
同
時
に
叉
其
は
、
此
山
方
怯
が
ゐ
ら
ゆ
る
原

因
よ
り
来
る
閥
際
的
支
携
の
不
均
衡
に
劃
す
る
肢
も
迅

速
且
つ
有
力
な
品
川
正
法
て
あ
h

、
同
時
に
闘
民
が
主
(
の
一

資
力
を
超
ね
て
潤
外
活
設
を
な
き

A
と
す
る
傾
向
に
劃

す
る
燦
〈
ぺ
き
抽
出
防
法
な
る
こ
己
を
意
味
寸
る
。
要
す

る
に
怨
替
の
安
定
か
物
腐
の
安
定
か
の
問
題
は
、
之
を
一

欧
米
仁
就

t
蹴
れ
ば
、
金
に
制
到
す
る
戦
前
の
政
策
に
俊
一

陣
す
ぺ
き
か
否
か

ω重
要

問

題

あ

h
・
之
を
吾
が
日
一

本
に
就
て
翻
れ
ば
、
貿
易
上
の
不
均
衡
が
永
久
的
に
年
一

縞

L
従
っ
て
潟
替

ω安
定
を
維
持
せ
ん
た
め
に
は
、
外

債
に
よ
っ
て
一
時
的
倫
安
を
繰
返
き
ね
ば
な
ら
ぬ
五
け
が

第
寸
九
谷

一
五
八
)

(
第
四
耽

四

闘
般
に
昭
一
し
て
、
喰
融
政
策
上
栂
め
て
重
要
な
る
問
題

あ
ら
う
ご
思
』
0

(

一
三
、
九
、
一
)
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